
昭和62年 7月25日発行 第415号 
′ ＿　　′ 

I �� 

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴∴編　集　企画調整係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社

iO �����）十 も、 ���羅 

覇罷面談稀煎 薬轡蟻螺 ���∴：窪∴∴ 綜鑑 ．i 

‘畿饗懇鑑関田開設騒藷 ′援 亜慕語義　　1㌦。／＿敬言、豊 

牢 ∴－∴∴∴∴鞠∴∴こ∴ 
∴∴ ．■∴∴∴ 

潔超鰭 ‾、‾● ���富 言 「∴ 麻 �　（ 緩ニ／∴＼主上定 ����∴糊贈．ビ「∴ 

i �弼 �● ��∵∴： l／ 「： ヽ窮 � ��� 

∴∴ ���凝 ��l －∴∴． ���搬縫軒「∵言霊“i：＿ 、無し母　　　▲i）キ‾・／＼一一＿＿， ＼※ ���　幕下i∴∴　　　　子　I 日照酎：∴∴∴菓園田ふ：「逗 

それ引け山笠　　　　島津で

㊧（籍簿誇）
人　　口　　　16．496人（＋

男　　　　　　7，896人（＋
女　　　　　　8．600人（＋

世帯数　　　　4，728声（＋
転　入　68人　　　転　出

出　生　9人　　　死　亡

（）内は前月比

＊　7月、8月の税金＊

固定資産税（第2期）
納期限　　　　　　　7月31日（金）まで

国民健康保険税（第2期）
納　　期　8月17日（月）一8月31日（月）

町　県　民　税（第2期）
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遠賀町長

高山和幸

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す

先
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆

様
方
の
温
か
い
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
政

を
担
当
い
た
す
こ
と
に
な
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
四
年
間
、
町
民
の
幸
せ

を
求
め
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
私
に
と
り
ま
し
て
始
め
て
の
識
会

で
ご
ざ
い
ま
す
六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

昭
和
六
十
二
毎
度
施
政
方
針
を
申
し
述
べ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
柴
田
前
町
長
の

長
年
に
亘
る
輝
か
し
い
楽
観
と
長
所
を
継
承

し
、
ま
た
、
諸
問
題
の
解
決
に
は
大
胆
と
慎

重
の
要
を
得
な
が
ら
、
議
員
各
位
は
も
と
よ

り
、
町
民
皆
様
の
こ
協
力
を
仰
ぎ
、
麓
村
の

ゆ
と
り
と
都
市
の
活
力
を
合
せ
も
つ
「
遭
か

な
生
活
都
市
」
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
町
の
活

性
化
対
策
、
燵
業
、
商
工
業
、
社
会
福
祉
な

ど
十
六
項
目
に
亘
り
考
え
方
を
お
示
し
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
は
諸
問
題
を
一
歩
一
歩
解

決
し
、
実
行
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す。
ま
た
、
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
前
町
長

の
も
と
に
て
三
月
に
骨
格
予
算
の
議
決
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
定
例
議

会
に
は
押
葉
費
を
主
体
に
、
三
力
年
計
画
に

基
づ
く
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
行
政
改
革
大
綱

を
尊
蛋
し
た
補
正
予
算
を
計
上
し
、
御
審
議

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
絶
大
な
る
御
支
援
、
街
頭
控
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
選
挙
に
よ
る
首
長
改
選
期
と
い
う
こ

と
で
、
義
務
的
経
路
を
中
心
に
縞
成
さ
れ
て

い
た
当
初
予
算
に
、
事
業
費
を
主
体
に
し
た

六
月
補
正
予
算
を
加
え
た
本
毎
度
の
予
算

は
、
一
般
会
計
三
十
二
億
一
千
七
百
五
十
六

万
七
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
一
〇
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
減
の
締
少
予
算
と
な
り
、
特
別
会

計
の
十
七
億
一
千
三
百
七
十
七
万
一
千
円
を

合
わ
せ
て
、
総
額
四
十
九
億
三
千
百
三
十
三

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
「
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
け
る
」
こ
と

を
韮
本
に
、
今
後
、
よ
り
一
層
計
画
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
限
り
あ
る
財
源

を
よ
り
効
率
的
に
配
分
し
な
か
ら
、
壷
か

な
生
活
都
市
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

次
に
予
算
を
域
入
、
歳
出
別
に
お
話
し
し

て
ゆ
き
ま
す
。

歳
　
入

遠
賀
町
の
財
源
は
、
自
主
財
源
（
町
が
自

主
的
に
収
入
し
う
る
財
源
）
と
、
依
存
財
源

（
国
や
県
の
璧
英
定
に
基
づ
く
財
源
）
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
擬
人
の
四
七
二
パ
ー

セ
ン
ト
が
自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
財
源
は
、
○
町
税
　
○
地
方

交
付
税
　
○
国
庫
支
出
金
　
○
県
支
出
金

○
繰
越
金
　
○
諸
収
入
　
○
町
償
な
ど
で

す。歳
　
出

歳
出
は
、
毀
資
的
経
費
（
支
出
の
効
果
が

資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）
と
消
費
的

経
費
（
後
年
に
形
を
残
さ
な
い
性
質
の
も

の
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
年
度
の
予
算
で
す
が
、
投
資
的

経
費
に
は
歳
出
の
三
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
九
億
九
千
四
百
八
十
五
万
六
千
円
を

殺
人
し
、
失
業
対
蟹
薬
や
麓
業
関
係
、
道

路
、
河
川
、
公
開
整
備
、
町
営
住
宅
の
補

修
、
消
防
施
設
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
、

体
育
施
設
（
町
民
体
育
館
）
の
整
備
な
ど
を

行
な
い
ま
す
。

次
に
目
的
別
で
は
、
○
諸
会
費
　
○
総
務

費
　
○
社
会
福
祉
・
老
人
福
祉
・
保
育
園
児

の
描
謹
賀
・
乳
幼
児
等
医
療
高
菜
・
地
域
改

慧
薬
・
省
都
健
麗
診
査
・
検
診
・
予
防
接

種
・
環
墳
衛
生
な
ど
住
民
の
福
祉
向
上
・
健

踵
対
策
な
ど
の
民
星
費
・
衛
星
費
　
○
失
業

者
の
雇
用
促
進
を
図
る
労
働
費
　
○
農
林
水

続
発
・
商
工
費
　
○
道
路
・
河
川
の
改
良
維

籍
修
・
町
営
住
宅
の
維
持
・
総
合
運
動
公

園
整
備
な
ど
の
土
木
費
　
○
町
民
の
生
命
と

財
産
保
全
の
た
め
の
消
防
費
　
○
教
育
振
興

・
小
中
学
校
管
理
お
よ
び
指
定
教
育
や
社
会

教
育
・
体
育
施
設
の
維
持
盤
傭
（
町
民
体
育

館
な
ど
）
な
ど
の
教
育
費
　
○
過
去
、
園
な

ど
よ
り
借
入
れ
た
町
他
の
元
利
償
遊
金
を
行

な
う
公
債
費
な
ど
を
計
上
、
二
十
一
世
紀
を

展
望
し
、
地
方
の
時
代
の
実
現
を
図
る
た

め
、
壷
か
な
生
活
都
市
」
を
合
言
葉
に
、

幾
薬
・
商
工
業
・
社
会
福
祉
な
ど
町
の
満
蛙

化
対
籍
を
。
ま
た
、
心
に
う
る
お
い
を
も
た

ら
す
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
を
推
進

し
て
ゆ
き
ま
す
。

以
上
が
予
算
の
大
綱
で
す
が
、
こ
れ
ら
邦

楽
の
実
施
の
折
に
は
、
町
民
皆
様
の
こ
協
力

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、
誰
も
が
生
き

生
き
と
生
活
で
き
る
町
政
実
現
の
た
め
、
皆



教　育　費

578，046　（35言50）

璽
18．0％　＋164，297

遠田
一銭垂範

8魯僅

服楓綻俳抽

織　会　　費

75，735　　（4，605）

既
2．4％　　　＋4，173

公　債　費

375，378　（22，826）

117％　　＋27，068

特別会計　　　　（単位上千。） 

予算額 �対前年度 
国民健康保険 �556，982 �－6，823 

農　業　共　済 �40，638 �－2．752 

住宅新築資金等貸付 �50，634 �－26，885 

霊　　　　　　　園 �221，988 �＋36，026 

学　校　給　食 �146，681 �＋　453 

老　人　保　険 �696，848 �＋32，416 

歳入　一般会計　32億1，756万7千円　　　　（組子。） 
62年度予算 �構成比的 �前年度比較 � �62年度予算 �櫓成比〈的 �前年度比較 

自 主 財 源 �町　　　税 �1，052，243 �32．7 �＋4主595 �地方譲与税 �35，000 �1．1 �±　　　0 
52，645 �1．6 �‾＝75　　依 � �30．000 �0．9 �－　3，000 

使用料及び手数料 �33，063 �上0 �＋11．878 � �35，000 �1．1 �±　　　0 

財産収入 �55，469 �1．7 �ー私876　　存 �地方交付税 �800，000 �24、9 �＋　30．000 

寄　付　金 �1 �－ �±　　0　　財 � �2，300 �0．1 �＋　　500 

繰　入　金 �85，403 �2．7 �＋82，341 �国庫支出金 �293，736 �9．1 �－308，203 

繰　越　金 �111，533 �3．5 �－20．031　源 �県支出金 �84，258 �2．6 �－94，296 

諸　収　入 �127，916 �4．0 �－41．580 �町　　　債 �419，000 �13．0 �－68．700 



老人凄：の、、泰、●に送迎．パス
ー8現種目がら運細開始－

した。乗降場所と時間は次のとおりです。みな

さんでお誘い合わせのうえ、こ利用ください。

引乗降場所に三高嵩高 
農協前 �9：25 �10：25 

9：26 �10：26 

新　町（バイパス下） �9：28 �10 �28 

中　央（第二公園広中正門通り） �9：30 �10 �30 

広　渡（績本宅横） �9：33 �10 �33 

松ノ本（スーパーサン駐車場横） �9：35 �10 �35 

緑光苑（油田宅前） �9：37 �10 �37 

通　宮（道宮公民館前） �9：42 �10 �42 

島　津（噂ケ浦池前） �9：45 �10 �45 

若　松（ゲートボール場頼） �9：46 �10 �46 

若　松（住吉神社前） �9：48 �10 �48 

9：50 �10 �50 

9：52 �10 �52 

蟹喰三叉路 �9：54 �10 �54 

尾崎十字路 �9：56 �10 �56 

自　軍（豊植毛績） �10：00 �11 �00 

老人憩の象着 �10：05 �11 �05 

15時30分、1 �月－ �月 

以前から希望の多かっだ老人憩の家への造型

パスが、8月1日から運行されることになりま

覇 �時　　　　間 ��� 
一　乗　降　場　所 便 �4月一10月 ��11月－3月 

新屋赦（毛利店前） �8：30 ��9 �30 

8 �32 �9 �32 

西　町（公民館下） �8 �34 �9 �34 

8 �36 �9 �36 

虫生津バス停 �8 �38 �9 �38 

浅木郵便局前 �8 �40 �9 �40 

東和苑（宇佐見宅的） �8 �42 �9 �42 

浅木寧日入口（浅木一老良縁） �8 �46 �9 �46 

老良公民館前 �8 �48 �9 �48 

曲ノ手 �8 �52 �9 �52 

木守油 �8 �55 �9 �55 

木　守（柴田店横） �8 �58 �9 �58 

蓮　角（三秒宅前） �9 �00 �10 �00 

花園橋 �9 �02 �10 �02 

居合観音様前 �9 �05 �10 �05 

宮ノ上（岩崎宅前） �9 �08 �10 �08 

千代丸三叉路 �9 �10 �10 �10 

商家入口 �9 �12 �10 �12 

老人憩の家着 �9 �15 �10 �15 

も

う

一

度

自
分
を
見
つ
め
直
そ
う
H

七
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で

した。月
の
は
じ
め
に
、
私
た
ち
は
、
街
頭
啓

発
の
た
め
、
遠
賀
川
駅
前
な
ど
、
町
内
目

抜
き
の
場
所
に
立
っ
て
、
同
和
問
題
に
関

す
る
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を

通
り
が
か
り
の
か
た
に
く
は
り
ま
し
た
。

啓
発
用
品
を
お
渡
し
し
よ
う
と
し
た
と

き
に
、
中
に
は
、

「
差
別
な
ん
か
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

も
う
、
あ
り
ゃ
し
な
い
。
」

「
差
別
な
ん
か
、
し
と
ら
ん
。

し
よ
う
な
ん
て
、
思
っ
と
ら
ん
。
」

「
ま
た
同
和
か
。
よ
う
わ
か
っ
と
る
。
」

と
、
口
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
り
、
し
た
り

顔
や
無
関
心
を
よ
そ
お
っ
た
り
し
て
、
見

向
き
も
し
な
い
か
た
も
あ
り
ま
し
た
。

果
し
て
、
本
当
に
、
も
う
差
別
は
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
日
本
有
数
の
歴
史
の
先
生
で

蔀
落
史
の
研
究
者
と
し
て
も
名
高
い
或
先

生
の
こ
と
ば
を
思
い
お
こ
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
私
は
、
差
別
を
受
け
る
立
場
の
人
を

親
と
し
て
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
（
同

和
地
区
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
）
、

差
別
さ
れ
る
側
の
人
た
ち
の
本
当
の
苦

し
さ
、
悲
し
み
、
い
き
ど
お
り
を
と
も

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
長
い
あ
い
だ
差
別
す
る
側
の
人
間

と
し
て
生
き
て
き
た
。

そ
れ
故
に
、
今
も
、

．
お
前
の
本
音
は
、
ど
う
か
？
．

聞
か
れ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
、

．
残
念
な
が
ら
、
心
の
ど
こ
か
に
、

差
別
心
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
．

と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
」

と
、
告
白
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

I

O

I

O

I

私
た
ち
も
、
自
分
自
分
の
心
の
中
に
根

強
く
生
き
続
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
落

差
別
の
根
っ
こ
を
、
し
っ
か
り
と
確
か
め
、

掘
り
お
こ
し
、
明
る
い
太
陽
の
光
の
下
に
、

そ
の
姿
や
形
を
さ
ら
け
出
し
て
こ
れ
を
つ

き
つ
め
、
生
涯
を
か
け
て
こ
れ
に
立
ち

む
か
っ
て
い
く
気
持
ち
を
持
ち
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
自
分
の
本
心
を
根
底
か
ら

ゆ
り
起
こ
し
、
も
っ
と
自
分
を
見
つ
め
喧

し
、
溶
勢
を
正
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。



i臓幻寒毎）世 “ブコ

中
学
、
高
校
生
の
ポ
ー
ト
（
漕
艇
）
教
室

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
漕
艇
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
君
も
ボ
ー
ト
を
こ
い
で
み
ま

せ
ん
か
。
多
数
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
　
程
　
8
月
ュ
6
日
、
1
7
日
、
1
8
日

▽
時
間
と
内
容

。
ュ
6
日
　
9
時
　
受
付
と
開
会

9
時
5
0
分
～
1
5
時

講
義
（
漕
艇
知
識
）

実
技
（
基
礎
実
習
）

乗
艇

・
〃
7
日
、
1
8
日
　
的
時
～
ュ
5
時

▽
会
　
場
　
遠
賀
川
漕
寝
坊
と
艇
庫

遊
び
　
に
来
ま

▽
対
　
象
中
学
生
と
高
校
生
（
男
女
を
問

い
ま
せ
ん
）

父
兄
の
方
も
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
注
　
意
。
身
体
に
異
常
が
な
い
こ
と

e
連
動
の
で
き
る
服
装
で

。
弁
当
、
水
筒
を
持
参
の
こ
と

▽
指
　
導
　
遠
賀
町
酒
擾
会
聾
貝

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
教
書
委
員
会

▽
主
　
管
　
遠
賀
町
漕
艇
簡
会

▽
申
込
先
　
8
月
1
0
日
ま
で
に
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
、
衝
（
2
9
3
）

1
2
3
4
へ

せ
　
ん
　
か

体
験
措
栗

▽
と
　
き
　
8
月
Ⅱ
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
基
地
内

▽
内
容
　
Y
S
n
で
北
九
州
上
空
を
飛
行

▽
定
　
員
　
0
0
人
（
定
員
で
締
切
り
ま
す
）

▽
申
　
込
　
8
月
2
日
（
日
）
9
時
～
n
時

ま
で
の
聞
短
話
（
2
2
3
）
0
9

8
1
の
渉
外
室
で
受
付
ま
す
。

催
物
の
詳
し
い
こ
と
は
、
芦
屋
基
地
渉
外

室
に
お
固
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

航

空

自

衛

隊

芦

屋

基

地

か

ら

夏
休
み
期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
催

物
を
用
憲
し
て
、
み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
待

っ
て
い
ま
す
。

映
画
と
音
楽
会

▽
と
　
き
　
8
月
4
日
（
火
）

ュ
7
時
5
0
分
～
幼
時
5
0
分

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
民
会
館

▽
内
　
容
・
映
画
　
子
と
も
向
ア
ニ
メ
他

。
音
楽
会
　
西
都
航
空
音
楽
隊

▽
そ
の
他
入
場
無
料
記
念
品
進
呈

抽
せ
ん
で
T
シ
ャ
ツ
や
体
験
搭

乗
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

納
涼
盆
踊
り
大
会

▽
と
　
き
　
8
月
1
日
（
金
）

ュ
8
時
0
0
分
～
2
1
時

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
基
地
内

▽
内
容
　
お
化
け
屋
敷
も
あ
る
よ

航
空
教
室

▽
と
　
き
　
8
月
1
0
日
（
月
）
～
1
2
日
（
水
）

2
泊
3
日

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
基
地
内

▽
対
∴
象
申
・
高
校
生
約
人
（
男
・
女
）

▽
内
　
容
　
体
験
搭
乗
は
か

▽
申
　
込
　
先
着
順
（
定
員
で
締
切
り
ま
す
）

1
月
5
日
（
日
）
、
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
場
で
第
五
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
軟
式
庭

球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
種
目
に
汗
を
流
し

た
結
果
、
次
の
方
々
が
優
勝
し
ま
し
た
。

〇
一
般
男
子
吉
永
敏
幸
、
森
田
唆
組

〇
一
般
女
子
山
之
内
克
美
、
森
園
美
恵
組

○
マ
マ
さ
ん
　
森
園
美
恵
、
川
口
紀
子
組

○
混
合
　
　
山
之
内
鼻
翼
、
和
崎
正
組

福
岡
県
磐
察
本
蔀
で
は
、
今
年
も
「
行
方

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

○
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が
、
行
方
が
わ

か
ら
な
い
。

○
通
番
や
日
常
の
言
動
か
ら
自
殺
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

○
病
弱
、
老
齢
、
年
少
な
ど
の
た
め
死
亡
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

○
犯
罪
の
被
蕾
者
と
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
が

あ
る

な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は
お
気
軽
に
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
に
お
い
で
に
な
る
と
き
は
、
写
真
な

ど
手
か
か
り
に
な
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
開
設
日
　
8
月
6
日
～
8
月
0
0
日

毎
日
9
時
か
ら
ュ
6
時
ま
で

▽
場
　
所
　
福
岡
県
警
察
本
部
（
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
1
の
1
）

＄
0
9
2
（
6
4
1
）
4
1
4
1

メ
ン
バ
ー
料
金
、
一
般
の
万
は

特
別
料
金
七
千
百
円
）

▽
競
技
方
法
　
1
8
H
・
S
P
、
W
ペ
リ
ア
式

▽
表
　
彰
　
優
勝
～
的
位
、
以
下
5
位
毎
に

5
0
位
ま
で
飛
び
貨
、
B
B
貨
他

▽
申
込
先
　
轟
売
チ
サ
ン
c
c
遠
賀

舘
（
2
9
3
）
2
4
1
1
へ

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
み
て
く
だ
さ
い
。

多
数
の
こ
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
期
　
間
　
8
月
8
日
～
8
月
1
0
日

▽
会
　
場
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
出
品
作
　
た
な
は
だ
韻
書
作
品

▽
出
品
者
　
日
本
習
字
会
員

▽
主
　
催
　
日
本
習
字
教
育
財
団

▽
協
　
力
　
遠
賀
町
教
萎
貴
会

▽
間
合
先
　
緑
光
苑
　
遠
藤
芳
成

（
2
9
3
）
2
1
8
1

福
岡
県
で
は
、
土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、

担
保
、
相
続
、
交
換
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

家
の
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
蜘
結
荻
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
　
毎
月
第
1
、
第
3
金
瞳
日

ュ
3
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
県
庁
1
階
県
民
相
談
室

＄
0
9
2
（
6
5
1
）
1
2
3
4

▽
場
所
北
九
州
市
若
松
区
高
須
南

▽
構
　
造
中
層
耐
火
構
造
5
階
建

▽
開
催
日
　
8
月
7
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
聾
爽
チ
サ
ン
c
c
遠
賀

▽
対
　
象
ど
な
た
で
も
O
K

▽
巷
加
科
　
二
千
五
百
円
（
プ
レ
ー
料
金

は
、
遠
賀
町
在
住
、
在
勤
者
は

▽
穂
　
別

▽
家
　
賃

▽
間
取
り

詳
細
は

一
語
住
宅

6
2
年
度
か
ら
6
5
年
度
ま
で

三
万
八
千
円
（
敷
金
3
カ
月
分
）

3
D
K

北
九
州
土
木
寧
務
所
建
築
課

（
八
幡
西
区
折
尾
3
の
1
の
1
4
）

＄
（
6
9
1
）
2
1
6
1
へ



家族への帰属意識
親子けんかの果てに－
「おまえなんか、もうウチの子じ○ない。親の言

うことが開けないなら、この家を出て行け．／」
この、多分に感情的な言薬が親の最後の切り札と

して有効だった時代は、遠く過去のものとなりまし
た。いま30代、40代のお父さん、お母さんがまだ子

供だったころには、このひと言で“一件落着、する

ことが多かったのではないでしょうか。ウチを出る

なんてとても考えられないことでしたし、また、仮
に出だとしても行くところがありませんでした。

ところが、現在では、この「出て行け．／」は禁句
です。そのまま出て行ってしまうのです。あるいは

逆に「大人になるまでは親が子供の面倒を見るのは
当たりまえ」と開き直ることもあります。いずれに

しても事態の解決にはつながらず、親子関係を一層
こじれさせることが多いようです。

瀦家はあけるが家出はしない
家出するのは損だ－これが中学生のホンネで

す。ます食えないし、かといって働くのはゴメン

だ、しかも自分の瀧にとって家出少年のレッテル
は不利だ、というわけです。進学の場合は内申聾に
黒須田するし、就職するにも、問題行動を起こした、
という評価がついてまわる。そこで、家はあけるが

家出はしない－無断外泊型家出とでもいうスタイ
ルが増えてきています。

時々、家に帰ってきては風呂に入ったり洋服を着
替えたりして、また出て行く。立ち回り先も、ふだ
んの行動学イ墨の域を出ることはまれで、し六二がって

親にしてみれば居場所がなんとなく分かっている、
こういうケースが多くなっているようです。

中学生という年齢は、ICトのどこかに、家出願望、
があると言えます。第二反抗期にある子供は独立lb

が強まり、〉晴神的な自立を強く望んでいきます。一

㊨⑰箇勉彿（6）

人になりたい、個室がほしい、だれからも干渉され
たくない　　こうした切実な思いを胸に秘めていま

す。親とは口をききたくない、顔も見たくない、と

思うこともたまにはあるはずです。そんなとき、親

子の口論のちょっとした行き違いから、あるいは、

ほんのはずみでl‾ォレ嫌だよこんなウチ、居たくな

いよ」などと子供が口走ったとします。さて、どう

しますか？

「親に向かって何を言うか．／」などと怒鳴るのは

適切ではありません。偶発怪家出のもとになりかね

ないからです。むしろ「残念だったね、ウチの子

で。お父さんとお母さんの子供に生まれてしまった

もんね」と、ユーモア感覚で受けとめるぐらいのゆ
とりを持ちたいものです。この程度で家出はしない

という自信がこ両親にあれは、余裕をもって言える
はずです。

瀦役割意識を幼児期のうちから
お子さんが、家族の構成員としての役割悪報を自

覚しているかどうか。自分はこの家族の一員として
必要な存在なのだという気持ちを子供が発っていれ
ば、家出はまず起こらないと考えていいでしょうo

家族の連帯感が強いか弱いか、帰属意識が渡いか薄
いかということも、この●必要な存在、であるかど

うかに左右されるのではないでしょうか。

家族の連詩の中につなぎとめるための役割を・幼
児期のうちから子供に与えてきたかどうか。たとえ
試験の其っ殿中であっても、ふだんの役割－犬の
散歩、風呂に水を張る当番をきちんとさせてきたか
どうか。、勉強さえしていてくれればいい。お母さ
んが代わりにやっておくから◆と代行してしまうの

は、役割悪織を育てるうえではマイナスですo
「ぼく（わたし）がいないと犬は散歩ができない

し、家族の増が風割こ入れない」という気持ちを子
供が持つとき、家族は連帯感で結ばれるのです。

岩佐真夫　家庭ケースワーク研究所所長

東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

池
田
　
幸
利
　
運

烏
賊
船
の
眠
る
黄
塵
を
氷
室
鳴
る中

島
千
代
女

暮
れ
そ
む
る
茅
花
流
し
の
野
を
帰
る

佐
藤
春
子

紫
陽
花
に
苦
な
き
雨
や
旅
信
乗
る一

二
村
　
妙
子

麦
畑
ふ
る
さ
と
何
処
も
黄
熟
す

徳
永
小
代
子

店
寂
れ
葵
や
た
ら
に
燃
え
あ
が
る後

藤
喜
代
子

A
闇
閣
闘
圏
圃
V

河
中
　
潜
函
　
選

幾
百
と
藤
の
花
房
揺
れ
い
つ
つ
香
り
た
だ
よ

う
中
を
歩
め
り
　
　
　
　
高
崎
　
佳
子

う
ぐ
い
す
の
初
音
移
れ
る
木
々
の
問
老
幼
と

追
い
つ
つ
次
の
声
待
つ
　
　
大
場
ト
シ
ミ

晩
学
の
吾
の
欲
り
い
し
広
辞
苑
送
り
し
嫁
の

心
根
や
さ
し
　
　
　
　
　
広
田
マ
ツ
ヨ

す
じ
の
よ
き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
云
わ
れ
し
か

心
疫
か
る
る
団
体
競
技
　
　
井
口
　
絹
子

梅
雨
空
の
雨
雲
つ
と
に
去
り
行
き
で
政
し
ぎ

ま
で
に
陽
の
射
し
来
た
る
　
言
開
　
録
朗



襲しい勿懸念
山びこ保育園で夕涼会がありました。涼し気な

「ゆかだ」姿で集まった園児たちと父兄の皆さん。
それにやっぱり「ゆかだ」でちょっぴり色っぽく変
一身．！′した保母さんたちは、炎をあけるキャンプフ

ァイヤーを囲んで、歌や踊り、それに父兄のみなさ
んが用意してくれた花火をたくさん打ち上げて、楽
しい夕べをすごしました。
年長さんだけはこのあと保育でおとまり保育を

し、いつもとちがった楽しい一晩をすごしました。

11臆圏： 

＿、、関田顕的回璃　＿i／酒器㌣ 
∴÷ 韓．1，鷺 

清∵一言鰭、騒近場 ／彩＼ 

輩繭圏 
∴壁土∵∴封一言 　　、‾、＼縞雅 

事　　“一難＼墓誌一整翳／ 
’＼、墨轟業∴∴：、∴∴エ：選一　－ 

島門小学校でPTAの皆さんによるバザーがあり
ました○　教育施設の充実を目的としたもので、会場
の体育館では10時のオープンとともに人があふれ、
PTAのみなさんが用慈しだ1冊10円の文庫本から
ウン万円の邦文タイプライターまでが、ほほ1時間
弱で売れました。お出‡活をされたPTAの人たちは
人いきれの中汗だくで大酒頓でした。

満貫御礼

山笠のあるけん
老良たい〝

カネと太鼓の音が夙にのって聞えてくると、路地
のあちこちからハッピ姿の大人や子どもが音の源に
楽しそうに集ってきます。そこは老良神社。浦島太
郎などの人形や花で飾られた山笠がみんなのくるの
壱待っていました。

集った：みんなは、社：殿でおはらい壱受けたあと、
ワッショイのかけ声と、今までにもましての景気の
よいカネと太鼓の音といっしょに、山笠を引いて村
中にとび出してゆきました。

ぐ、“ ：一∴∴十は∴＼ �6m‡／－ 
－†（ 

「 � �’曇霊 

婆干「岳満貫易にア 

給食の試食会が出門小学校でありました。いつも
子どもの食べている給食とはどんなものかと集まっ
た父兄の皆さんは、子どもたちといっしょに味わい
つつ、楽しく給「食を食べたので、どの食器もみんな
きれいにカラッポになりました二。この日の試食会の
メニェーは　○きざ“みのり入りそぼろごほん　○わ
かめ汁　○冷凍みかん、それに牛乳でした。

ごちそうさまでした。

給食試食会



聞置璽　　　三豊⊂ここ惑 

新着図書（一般） 

●清原が行く　　　　　　　　　登本真共著　海鳥社 

●先楽園の武者小説　　大内義隆　古川真書　講談社 
●大前研一の新国富論　　　　　　　　　　　講談社 

●暗い血の旋舞　　　　松本清張著　日本放送出版 

●相続、贈与の税金たいさく　　後藤弘善　日本法令 
●ぼくでも社長が務まった　山下俊彦著東洋経済新報社 
●花墜ちる上・下　　　　達域三紀彦善　毎日新鹿社 
●タンゴ　　　　　　　　木田寿司著　毎日新聞社 
●新日鉄は電子i新素材で変わる 

岩淵明男著　日本実業出版社 
●女学生　　　　　　　　　　赤川次鉱害　新潮社 
●円高　次に来る衝撃　山本娃二部書　主婦と生活社 

児童図書 

●アガサグノステイ推理、探偵小説集（1）（2）　僧成社 
●こどものための世界名作童話　全30冊　　　集英社 

●おむすびまん　全10巻やなせたかし善フレーベル館 
●一日でできる自由工作ヒント集　5、6年 

堂本保善　韻文堂 
●はだしのケン　全10巷　　　　中沢啓治著　汐文社 

●さんすう文庫　全12巻　　　　　　　　太平出版社 
●中学生の勉強法　　　　　石井郁男著　あゆみ出版 

●いま、子ともたちは　全10巻　　　　フレーベル館 
●アンパンマンともえるほしやなせたかし善フレーベル館 

その他一般図書を含め多数 

iいつも読みかけの本があるi・iii・。いいなあ－。、 

さあ、長い夏休みです。あっちでも、こっちでも読書 
家がノミ＼えてきています。大作にいとんでみませんか！ 

広く、明るくなった図書室で…… 

餌へ
の

心
筋⑬き

東
洋
医
学
に
つ
い
て
㈹

折
尾
　
田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
、
恋

血
（
オ
ケ
ツ
）
の
岳
状
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。

蒸
血
と
は
　
「
血
の
め
ぐ
り
が
悪

く
な
っ
て
変
調
を
来
し
た
古
い

血
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
色

々
の
病
気
を
引
き
起
す
塞
控
に
な

る
と
東
洋
医
学
で
は
言
わ
れ
て
い

ま
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
榛
血
（
ふ
る
血
の
障
害
）

は
漢
方
独
特
の
病
理
観
に
立
ち
、
そ
れ
に
合

－
つ
薬
を
作
り
、
こ
れ
を
愚
者
に
授
与
し
て
効

果
を
考
え
る
。
つ
ま
り
、
い
い
憲
味
の
人
体

実
験
を
千
年
以
上
続
け
て
来
た
経
験
医
学
で

す
。
そ
し
て
東
洋
人
の
美
智
に
感
服
し
ま
す

ね
。
揆
血
の
症
状
を
さ
ら
に
挙
げ
て
み
ま
す

と、⑪
口
唇
、
舌
、
は
ぐ
さ
が
暗
赤
色
か
紫
色
か

青
色
を
示
し
ま
す
。

⑤
は
な
血
、
便
血
、
子
宮
不
正
出
血
、
吐
血

喀
血
、
血
尿
な
ど
。

③
内
出
血
や
溢
血
し
や
す
い
傾
向
（
打
撲
の

あ
と
す
ぐ
ア
サ
に
な
る
）
、
籠
病
に
か

か
り
や
す
い
。

⑦
婦
人
で
は
月
経
異
常
。

⑨
上
衡
（
の
ぼ
せ
）
、
移
り
気
。

⑤
全
身
的
灼
熱
感
、
脚
腰
手
足
の
寒
冷
感
。

⑲
食
欲
不
接
、
下
腹
部
の
膨
満
感
、
便
秘
、

大
便
の
色
が
黒
く
な
る
。

こ
れ
ら
が
各
個
独
立
し
て
表
れ
る
の
で
な

く
、
一
連
の
症
候
辞
と
な
っ
て
表
れ
、
療
血

の
診
断
が
つ
く
の
で
す
。

癒
血
は
人
体
の
ど
の
部
分
に
あ

ら
わ
れ
ま
す
か
。

①
下
的
蔀
に
一
番
多
く
表
れ
る
。

理
由
を
あ
げ
る
と
、

○
身
体
の
下
部
で
あ
っ
て
体
中
で
一
番
多
く

血
液
を
保
有
し
、
し
か
も
他
の
部
分
よ
り

連
動
し
な
い
こ
と
。

○
下
腹
都
の
血
液
は
門
脈
か
ら
肝
臓
を
経
て

心
臓
に
帰
る
の
で
す
が
、
門
脈
に
は
静
脈

血
の
逆
流
を
防
ぐ
静
脈
弁
を
欠
如
し
て
い

る
の
で
、
抵
抗
が
大
で
血
流
は
綬
徐
と
な

る。
②
左
側
に
多
い
。

○
左
側
は
血
に
属
し
、
右
側
は
気
に
屈
す
と

言
わ
れ
る
。

○
身
体
の
血
管
の
配
置
の
具
合
に
よ
り
、
左

側
が
血
量
、
血
圧
、
流
速
と
も
に
大
で
血

流
典
が
多
い
。

〇
一
吉
日
動
脈
で
も
左
は
右
に
比
べ
て
大
変
大

きい。

群
か
あ
さ
ん
の

憾
廉
ヌ
ー
言
－

夏
パ
テ
予
防
の
料
理

ポ
ー
ク
ロ
ー
ル
フ
ラ
イ

に
ん
じ
ん

チ
ー
ズ

華子

材
料
（
四
人
分
）

豚
肉
薄
切
り

撞
、
こ
し
ょ
う

小
麦
粉

さ
や
い
ん
げ
ん

200g
各
少
々

少
々

100g

小
麦
粉
、
溶
き
卵
、
パ
ン
粉
適
量

レ
タ
ス
　
　
　
　
　
　
4
枚

ト
マ
ト
　
　
　
　
　
　
申
ュ
個

作
り
方

①
い
ん
け
ん
は
塩
ゆ
で
、
に
ん
じ
ん
は
5

ミ
リ
角
の
樺
切
り
に
し
ゆ
で
る
。
チ
ー

ズ
も
5
ミ
リ
角
の
樺
切
り
に
す
る
。

②
豚
肉
を
広
げ
て
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
、

う
ず
く
小
麦
粉
を
ふ
り
、
い
ん
け
ん
、

チ
ー
ズ
、
に
ん
じ
ん
を
し
ん
に
し
て
ま

く。
②
を
小
麦
粉
、
溶
き
卵
、
パ
ン
粉
の
順

に
つ
け
て
、
油
で
揚
げ
る
。

④
器
に
盛
り
、
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、
パ
セ

リ
な
ど
を
そ
え
る
。

⑤
お
い
し
く
い
た
だ
く
。

遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会



第415号

8月のゴミ収集予定衰

匪三言 �鷲森籠遠謀警：総論 きれなど 

月嘱目 　と �島津、若松、鬼津、尾暗、千代丸 
広渡、道営、松ノ本、上別府、虫 豊津、若葉台、芙蓉、東町、西町 

木　曜　日 
老良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
侍、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　曜　日 �境涯の一部、上別府の一部 

8月のし尿収集予定衰
収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（土） �西町、浅木の一部 � 

3（月） �町 �広渡 

4（火） �虫生津（新屋敷を含む）、 東町 � 

5（水） �虫生津、木守 � 

6（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

7（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

12（水） � �別府、上別府（商家） 

17（月） �旧任、鬼津、若松 � 

18（火） �遠賀川 � 

19（水） �遠賀川、新町 �別府、鬼津、千代丸、小鳥 

0（木） �新町 �鬼津 

21（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

22（土） �新町 � 

24（月） � � 

25（火） �鬼津、若松、別府、上別府、 浅木、虫生津 � 

6（水） �別府 � 

7（木） �尾崎、今古賀、島津 � 

8（金） �上別府、木守、鬼津、若松 �老良 

9（土） �浅木 � 

31（月） � �今古賀、島津 

鰹
願
望
衛
盤
の
ペ
∴
＝
ジ

▽
期
　
日
　
8
月
3
日
（
月
）

▽
時
間
　
ュ
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
容
産
前
産
後
の
過
し
方
、

妊
婦
体
操

▽
持
参
晶
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

▽
料
　
金
　
無
料

▽
期
日
　
8
月
4
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

▽
場
所
由
夫
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
体
重
・
身
長
測
定
、
雑
乳
食
な

ど
指
等
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
配
布

▽
料
　
金
　
無
料

▽
盆
休
み
　
8
月
ュ
4
日
、
1
5
日

な
お
、
お
盆
の
た
め
の
、
し
尿
臨
時
収
集

の
申
し
込
み
は
、
8
月
5
日
（
水
）
ま
で
に

役
場
保
健
衛
生
係
ま
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

醜



周 上 棚の運営調整四締轟嵩
日 �曜 �行∴∴奉　　内　　容 �時　　　間 �実施会場 �担当係名 � �詳　細 

減　便　研　修　会 � � �体　育　係 �i瀾協会部員及び i希望者実技研修 � 

9：30－ 総合開会式 �体育センター �体　育　係 �多数の参加と応援をお願 いします �7月10日号 

3 �月 �水　　泳　　教　　室 � �島田小学校 �体　育　係 �小学生 � 

水　　泳　　教　　室 � �広渡小学校 �体　育　係 �小学生 � 

妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �9ページ 

定　例　区　長　会 �14：00－ �役場大会議室 �企画詞堕係 � � 

4 �火 �乳　　児　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 �生後3カ月－6カ月児 �9ページ 水　　泳　　教　　室 � �浅木小学校 �体　育　係 �小学生 � 

水　　泳　　教　　室 � �島門小学校 �体　育　係 �小学生 � 

5 �水 �水　　泳　　教　　室 � �広漠小学校 �体　育　係 �小学生 � 

水　　泳　　教　　室 � �浅木小学校 �体　育　係 �小学生 � 

6 �木 �水　　泳　　教　　室 � �島田小学校 �体　育　係 �小学生 � 
水　　泳　　教　　室 � �広渡小学校 �体　育　係 �小学生 � 

高齢者学級（寿大学） � �中央公民館 �社会教育係 �60歳以上の男女 午後：選択コース � 

定例体育指導委員会 �19：30－ �役場2階 第2委員会室 �体　育　係 �体育指導委員 � 

8 �土 � �9：30・－ �老人憩の家 �福　祉　係 � � 

9 �日 �洒∴解∴研　修　会 � �遠賀川漕艇場 �体　育　係 �希望者　実技研修 � 

10 �月 �矢部ご忘）相　談 � �公民館別館 �福祉係 社　協 � � 

お盆休み

お盆のため、次の施設

は8月13日と14日、15日

の3日間休館させていた

だきます。

中央公民館、公民館別

館、第一武道場、第二武

道場、老人憩の家、勤労

者体育センター、遠賀コ

ミュニティセンター、パ

ティーパットゴルフ場

大好きなおじいちゃん
おばあちゃんの絵募集

敬老の日を日ざして、大好きな

おじいち曾んとおはあち曾んの絵

を募集しています。

対象は小学生以下のお子さんで、

絵の三愛に、○簡単なおじいち○ん、

おばあちゃんの紹介文、〇番いた

人の名前、年齢、住所を記入の上、

役場広報係まで申し込みください。

締切りは8月20日です。


